


本誌は運良く有田工業高校漫研１０周年・３０周年

記念誌の両方に接点を持つ事ができた筆者が、１０

周年誌の刊行時（１９８８年）に描いた没原稿をま

とめたものです。

 「Ｏｒｂｉｔ」への情報提供に過去の記録を発掘し

ていたら出土。本人もすっかり忘れていたのになん

で今頃……という部分は目をつむっていただけると

ありがたい。

基本ソースは 10 周年誌に載せた原稿と同じです。

部外者から見た漫研証言という体裁。資料性は薄い

ですがなにがしかの補助線になれば幸いです。

（ぷうぺら）
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水を差すご注意
Ｗｅｂでの公表にあたり、実名部分は筆者の判断で仮名に差し替えています。

初代会長の名前は「Ｏｒｂｉｔ」を参照し、脳内変換を推奨。

本誌で描かれた内容は取材もしていますが誇張もしています。

実在人物のパーソナリティと筆者主観で動くキャラクターは異なります。

混ぜるなキケン。ひとつ、よしなに。



take 1
page:3-11 ［“テキストで語り尽くすぞ！” 試行篇］

文芸部の人間だから言葉で漫研を語ってみようと

したのではないか……　と思います。

構成も練らず、推敲も重ねてないからページに沿っ

て論旨が流れないという見本です。

それにしても行間ツメすぎて更に読みづらい。こ

のクセは若い内に直しておくべきです。デザイン

科の生徒さんなら特に。
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take 2
page:13-28 ［“漫研は漫画で！” 再構成篇］

テキストで語っても面白くなかったので漫画で語

りなおそうとしたのでは……　と思います。

で、結局気に入らなくて take3 の漫画描いて１０

周年誌に載っけました。

上から目線で語り出すと暑苦しさにいたたまれな

くなる。自己厨な年頃の子にはよくある事です。

すでに二十歳越えてたけど……(>_<)
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ここまでたどり着いた方はお疲れ様でした。

没になった理由はお判りと思います。対象との距離

感を間違えて綴るとこうなるよとゆー見本です。

有工在学時に同人誌作り始めた自分にとって、漫研

というのはあり得たかもしれないもう一つの居場所

みたいに見えました。結果的には部活動対決ストー

リーみたいな日々を送れて幸運でしたね。ライバル

に勝る刺激なし！ってな感じで。

有工漫研に関する僕の手持ちはこれで全部です。

出し切れば振り返らずにすむもんだな……と、編集

の途中ですがこれをシメの言葉とさせていただきま

す。ご拝読ありがとうございました。

（ぷうぺら）
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